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1. はじめに 
近年海洋プラスチック問題が世界中で問題

視されている．2019 年に大阪で開催された

G20 サミットでは，2050 年までに海洋プラス

チックごみによる追加的な汚染をゼロにまで

削減することを目指す「大阪ブルー・オーシャ

ン・ビジョン」を共有する 1)など関心が高まっ

ている．その中でも 5mm 以下のプラスチック

のことをマイクロプラスチックといい，生態系

への影響が懸念されている．河川水の流入や潮

汐の影響を受ける干潟では，マイクロプラスチ

ックの漂着が危惧されている． 
干潟においてマイクロプラスチックの生態

系への影響評価を適切に行うには，マイクロプ

ラスチックの漂着メカニズムの解明，生物生息

分布の正確な把握が必要となる．マイクロプラ

スチックの漂着メカニズムに関しては，これま

で藤沢海岸におけるマイクロプラスチックの

分布特性 3)などが把握されている．一方，干潟

生物における生息分布に関しては，多くの既往

研究で解明がされているが，中村ら 4)はコメツ

キガニ(Scopimera globosa)の巣穴の地盤高さ

の分布への影響を報告している．しかしながら，

干潟における生物の生息分布把握に関しては，

人員やコスト，干潮時間などの影響から，面的

な調査が行われている事例が少ない．このこと

から，干潟におけるコメツキガニの水平分布が

不明であり，マイクロプラスチックの分布特性

と比較することができない．この課題を解決す

るためには，コメツキガニの水平分布の時系列

変化を把握できる新たな調査手法を確立する

必要がある． 
そこで本研究では，干潟に一般的に生息して

いるコメツキガニの巣穴画像をインターバル

カメラやドローンにより撮影し，機械学習させ

ることを目標として，面的把握に向けた新たな

分布把握手法の有用性を確かめることを目的

としている． 

2. 画像解析概要 
本研究では，機械学習を用いて物体検出を行

うために YOLO5)というアルゴリズムを用い

た．YOLO は物体検出において物体の位置と

識別を同時に予測することができるアルゴリ

ズムである． 
 
(1) データの準備 
データは，2022年8月26日にふなばし三番瀬

海浜公園(千葉県船橋市)で撮影したコメツキ

ガニの巣穴画像を用いた．撮影地点は三番瀬の

中央と南端の二か所とし，巣穴を真上から撮影

し，高さは1.2mとなるように固定した．画像認

識を行うため，各々の画像に対して巣穴の領域

を抽出してラベル付けを行った（図1）．デー

タは総データ100枚を学習用データ(train)，検

証用データ(validation)，テストデータ（test）
に分割する．割合については，一般的に用いら

れることが多いtrain:validation:test=7:2:1と
する6)． 

項目 学習時の設定内容 
ウエイトファイル Yolov5s.pt 
バッチサイズ 16 
エポック数 200 

入力画像サイズ 480x640 

 
図 1 ラベルイメージ 

表 1 モデルの構築時のパラメータ 

−日本大学生産工学部第55回学術講演会講演概要（2022-12-10）−

ISSN 2186-5647

― 252 ―

3-16



(2) モデルの構築 
作成したデータから表-1に示すパラメータ

でモデルを構築した．これにより機械学習の動

作を設定する． 
 

(3) 解析結果 
ここでは，機械学習させた干潟以外での干潟

においても，巣穴の検出が可能であるかを把握

するため，千葉県いすみ市にある夷隅川河口干

潟を撮影した画像を用いた．図-2に検出結果の

一例を示す．画像から正しく巣穴を抽出してい

る箇所が確認できる．検出を正しく行うには十

分な学習量が必要となるが，今回使用した70
枚では，検出画像から目視で確認できる14個
の巣穴中5個を検出しており，学習量データが

不十分であった，またはラベル付けが不十分で

あったことが考えられる．画像の撮影状態によ

って検出精度が変わることを把握するため，輝

度が異なる画像について巣穴の検出を試みた．

図-3，図-4に高輝度，低輝度において，巣穴が

検出されなかった（左）画像と，巣穴が検出さ

れた（右）の画像を示す．図-3，図-4の左右の

時間差はほとんどなく，画像中の巣穴数も変化

はないが，いずれも巣穴検出に差が生じている．

このことから一定の輝度に達した場合，正しく

検出されない可能性が考えられる (平均輝度

値:図-3左約252，右約251，図-4左約115，右約

76) ．今後は巣穴認識の限界を知るために閾値

を求め，定量的な分析を行う必要がある． 
 

3. まとめ 
 本研究では，干潟に漂着するマイクロプラス

チックが生物へ与える影響を検討するにあた

り，干潟における生物生息分布把握するための

前段階として，YOLOモデルを用いた画像解析

を行い，コメツキガニの巣穴検出を試みた．検

出された結果から以下の知見が得られた． 
・今回の学習データ量では，正しく巣穴を検出

した一方で，誤認も確認された．今後学習量を

増やし，精度の比較をする必要がある． 
・検出には輝度値によって差が生じたことか

ら，認識のしやすさと輝度値には関係性がある

可能性が考えられる．今後は輝度によって検出

されるものとされないものの閾値を求めて，定

量的に分析する必要がある． 
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図 2 検出結果例 

 
図 3 高輝度画像の検出結果例 

 
図 4 低輝度画像の検出結果例 
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